
一 般演題：甲状腺
　ii）　治療数ヵ月後（2～4月）に一・時25％以下となり

機能低下を思わせるが，周もなく正常範囲に復しその値

を維持するもの。32例（3190）

　iii）治療数ヵ月後正常仙に復するも間もなく一ヒ昇し

その後長く4070前後の値を持続し，1～2年後に正常値

に復するもの．12例（11％）

　iv）　治療数カ月後正常値に復するがまた間もなく上

昇し，他の臨床検査成績が正常に復しているにもかかわ

らず40％前後を示すもの．7例（6．　5％o）

　v）　治療数ヵ月後に25％以下になり，その後他の検査

成績が正常なのにもかかわらず，長く25％以下またはそ

の前後をJ：すもの．5例（4．7％）

　vi）治療数ヵ月後に25％以下になり，その後25％以

下を持続し低下症状を示すもの．3例（2．8％）

　④1311初回治療後治癒しえなかった症例について治療

後の経過により分かっと，

　i）　ユ311治療にもかかわらず止常範囲に復せず，なお

高値に終始し再治療せるもの．13例（59．O％）

　ii）1311治療により数ヵ月後に一時［E常値に復したが

間もなく，また高値を示すもの．8例（36．　4％o）

　iii）　i311治療後25％以下になり，機能低ド～治癒を

思わせたにもかかわらずNIび40％以上の高値を示したも

の．1例（4．6％）

　（11311治療後遂年的に迫求した結果は，1年93例，

36．0％，　2年75｛列，　32．8％，　3生1三23｛列，　30．9％，　4～

5年18例，28．　2％，6～7年24例，28．8％，8～10

年22例，27．4％と年度に漸次やや低ドする傾向を示し

た．

　質問：中川L壮（岡大・小坂内科）G，Triosorb　kitの

ばらつきの補II三をしているか．

　（」　最初に示されたcaseすなわちB．　M　R．1’311－

thyroid　uptakeがlll常であるにもかかわらず13tl－T3－

RSUのみ高値のものの症例については治癒の既往はあ

るか．

　③　Suppression　testはおやりになったら教えて欲し

い．

　答1木下文雄（1．各kitについての標準値について

の補正は行なっていない，しかし，差異がはなはだしい

ときは30％補正法を利川し同一症例の治療経過を正しく

追求するように補正した．

　川　既往にまったく治療を行なっていない新鮮な症例

である．

　③　SupPresian　testは以前は行なっていたが，　RSU

23

が使われるようになってからは，あまり行なっていない．

本例ではやらなかった．

　　　　　　　　　　　　＊

74．　トリオソルブテストに於けるキット

　　別標準値のばらつきに対する30％補

　　正法の応用

　　　　　小Lll田日吉丸　渥美暁子

　　　　　　（国立がんセンター）

　　滝野博（ダイナボットRI研究所）

　トリオソルブテストは甲状腺機能の状態を知るための

手段としては，今や非常に一’般的となってきている．し

かしながら，この種のレジンスポンジ法には，送付され

る製品により，つまりLot　No．の相違により，その標

準値に多少のぱらつきがあるのは避けられない．たとえ

ば，われわれが1965年5月27日から1966年2月10口

までの問に送付されてきた36の異なったLot　No．の製

品について標準／直のぱらつきをしらべたところ，29．4％

から34．9％の間に分布していた．これでは標準値が29．・4

％のキットからえられた値と34．9％のキットからえられ

た値が同一であっても本質的にはかなりの差があること

は容易に想像できる，したがって標準f直の異なるキット

からえた値をそのまま比較することは意味がない．つま

りここにおいて，当然のことながら値を普遍的に比較で

きるような補正計算法の必要が生まれてくる．そこでわ

れわれは，前述の標準値のばらつきが大体30％前後のと

ころにあることから，一応標準値を30％に補正し計算す

ることを考えた．いま，普通の計算でえられたトリオソ

ルブ値をT，標準値をSとすると，30％に緬Eしてえ
られた値T3。はT3c＝T×塾）・0となる．39・0をわれわれ

　　　　　　　　　　　　S　　　　　　S
はそのキットの補【E係数と呼んでいる．このようにして

仙を求めることによって普遍的な比較が可能になるとわ

れわれは考える．228例の正常甲状腺機能群では，補正

しない時の2，5％毎の分布は全例が22．6％～37．5％の間

にあり，その平均値は29．3％で，全体の96．1％が25．1％

～35．0％の間に分布したいた．このすべての例について

T，。値を求めると，全例が20．　1％～32．5％の問に分布す

るようになり（2．5％毎の分布），－1均fE‘〔が27．3％で，

22．6％～32．5％の問に全体の97．8％が分布するようにな

った．

　質問：稲垣克彦（警察病院）成績補｝Eのために用いら

れる標準血清とはいかなるものか．

　TBGに代りそのモデルとなりうる薬品はないものか，
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答：滝野　博　トリオソルブのlot毎に表示されてい

る標準値の決定には従来ミドリ十字社の標準血清を使用

していたが，最近これにぱらつきが多いので，ハイラン

ドの標準血清をも使用している．トリオソルブの標準キ

ットを輸入し，これと比較して算定している．

　　　　　　　　　　　＊

75．　1311投与後血清について

　　Triosorb　Testに関する検討

　　　　西大條靖子　毛利俊彦

　　　　伊藤周平　　西川光夫

　　　　　（大阪大学西川内干D

　甲状腺疾患で，検査または治療のためユ311を投与した

さいtriosorb　testを行なうと，従来の算出式ではその

値が求められないが，非血清たんぱく結合成分として

iodideが大部分を占めるので，1311およびT3－1311の

resin　sponge（RS）への吸着状態を検討することによ

り補正式がえられるのではないかとの想定の下に次の実

験を行なった．規定のtriosorbの手技を用いた実験で，

RSへの吸着率は，　T，－1311は95％，ユ3tlの生理的濃度

範囲では濃度のいかんにかかわらず93％，1311＋T3－1311

は90％，血清の存在下ではそれぞれ82％，56％で血巾

に13｝1とT3－13ユ1が共存するさいtriosorb値を規制す

るのはほとんどT3であるといえる．次に　polyvinyl

alchoholのformal化合物（PVF）を用いると，1311は

ほとんど吸着せず，T3－1311を選択的に取り込むものと

考えられ，radioactivity（R・A・）をもっ血清に有川と思

われるが，値にばらつきがあり検討を要する．euthyroid

血清に一定ば度の1311を加え　triosorbを行ない，　RS
　　　　　　　　　　　　　　A－－O，82×1311
への吸着率0．82を川いた補正式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による
　　　　　　　　　　　　　　　　B－i3iI
値とそのjflt清のtriosorb値と比1支すると，ともにeuthy

－roidの範囲に人るが，各例で比較して相関はない．

　バセドウ病の1311治療1週後の血清のみの　triosorb

testを行なうとRSへの吸着率はO．12となり，この血
瀧T、－1・II端臓の手蛙そ了なって＝；埠

…
（1）よりえた値とR．A．消失後のtriosorb値を比較

するとγ＝＋0．93の正の相関があり直線の方式……（2）
がえられる．（1）および（・）式より・・61×㌔竺き23寸

18．48となりA（所定triosorbの後計数），　B（同前計

数）およびS（血清のみの計数）を計数することにより

R．A．をもつlflt清のtriosorbの概算fll‘｛がえられる．　こ

のfit［1：から，臨床的にeuthyroid，　hyperthyroid，　hypo－

thyroidの見当がつけられる．

　追加：西大條立rl子　i3tl投与後のradioat；tivity　をも

つ血清について，　T，を加えずにトリオソープテストを

行なうと，いいかえればradioactivity成分の大部分は

inorganic　Iであるがそれのregin　spongeへの吸着率

は0．12となる．（誌上にてはO．・07と発表したがさらに症

例を増し検討した結果o．12に訂正した）．いまこの

radioactivityをもつ血清に規定のトリオソープテストを

行ない，前カウントより血清のカウントを差引いたもの

を分母とし，後カウントより0，12×血清のカウントを差

引いたものを分子として求められた値と……（1），　その

血清がradioactivityを消失したさいのトリオソープ値

と比較すると　γ＝－1・O．・93の相関があり直線の式……（2）

がえられ，（1）および（2．）より

　　　（後カウント）一一〇．12×（血清のカウント）
0．61×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十18．48
　　　　（前カウント）一（血清のカウント）

なる式がえられ，これがradioactivity　をもつ血清のト

リオソープの概算式である．

　質問：稲垣克彦（東京警病）PVF　spongeはNicoles

を几いられたとのことであるがこれはPVAのaceta－

lization度合が一定でないのでバラッキのあるのは止む

をえないであろう．

　PVAのacetalizationは72％のものが製造上もっと

もcontrolしやすいのでそれを川いている．成型の条件

により一定性状のものがつくられバラッキも最低限にお

さえられる見込である．

　答：西大條靖」ζ

　PVFを用いてのトリオソープテストについて．

　私たちはResin　spongeの代りにpolyvinylalcoho1の

formal化合物（72％，カネギー製造のnicoles　filter）

略してPVFを用いた．　PVFはほとんど1311を吸着

せぜ，T3－1311を選択的に取り込むという結果をえ，

radioactivityのあるinorganic　Iをもつ血清のトリオソ

ー プに有用と思われたが，実際行なってみると，そのト

リオソープ値にバラツキがあり，さらに今後検討をつづ

けたい．

　　　　　　　　　　　　＊

＊ ＊ メ
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